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が必要である。そのためには、T 型スキルや A 型スキルを保有する人材が翻訳者としての
役割を果すことが求められるという。つまり、T 型スキルや A 型スキルは、翻訳者として
の役割を果たすことにより、情報の多様性や問題解決アプローチの多様性を確保すること
につながるものと解釈することができるだろう。これは、組織レベルの専門性のマネジメ































































































キルや A 型スキルを保有する技術者が重要な役割を担うものと考えられる。 
この点について簡単に図式化したものが図１である。組織レベルでのみ技術的多様性が
存在する場合、組織メンバーはシングルインプット型技術者となる。技術領域が A、B、C

















































































Henderson & Cockburn（1994）は、製薬業界におけるアーキテクチャ能力（architectural 
competence）に着目した実証研究を行っている。かれらは、製薬業界のイノベーション特




















































































































OJT（On-the-Job Training）を受ける。米国で一般的な研究者集団による OJT では、新
人の育成に長い目で関心があるというよりも、グループの仕事に早く寄与してもらいたい
という動機が強く働いているようである。 




























































表１  日本の調査協力者のプロファイル（単位：人） 
 








の拠点に所属する外国人技術者を調査対象とし、平成 25 年９月から 11 月にかけてアンケ
ート調査を実施した。グローバルプロジェクトのメンバーという基準にもとづきターゲッ
トを約 60 名に絞り、質問票を配布し、そのうち 34 名から回答を得ることができた（回収






20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳- 合計
17 31 54 33 3 138
12% 22% 39% 24% 2% 100%
5年未満 5-9 10-19 20-29 30- 合計
22 22 25 61 8 138
16% 16% 18% 44% 6% 100%
担当者 主任以上 主席以上 RM以上* 合計
31 37 50 20 138
22% 27% 36% 14% 100%
5年未満 5-9 10-19 20-29 30- 合計
19 17 36 59 7 138











表２ 欧米の調査協力者のプロファイル （単位：人） 
  
 























20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳- 合計
1 6 17 8 2 34
3% 18% 50% 24% 6% 100%
5年未満 5-9 10-19 20-29 30- 合計
9 16 8 1 0 34
26% 47% 24% 3% 0% 100%
Staff Manager Director V.P. * 合計
8 8 8 10 8
24% 24% 24% 29% 24%
5年未満 5-9 10-19 20-29 30- 合計
10 16 6 2 0 34































































（i）   基礎研究（2-3 年） 新規物質の発見と創製 
（ii）  非臨床試験（3-5 年） 新規物質の有効性と安全性の研究 
（iii）  臨床試験（3-7 年） ヒトを対象とする有効性と安全性のテスト 
一般に、Ph1→Ph2→Ph3 の 3 段階に大別される 
（vi）  承認申請と審査（1-2 年） 厚生労働省への承認申請と専門家による審査 




























　1_1 年齢 2.812 1.008
　1_2 在籍期間 3.080 1.215
　1_3 職位 2.428 0.996
　1_4 研究開発担当期間 3.130 1.139
　1_5 博士号 1.377 0.486
　2_1_1 大学での専門分野数 1.787 1.194





　2_3_1 現在の担当課題数 3.159 1.590
　2_3_2 入社以来の
担当課題数 3.623 1.486
　2_4_1 部門内移動数 2.529 1.280
　2_4_2 部門間移動数 2.283 1.475
　2_4_3_a 国内拠点内移動数 1.906 1.053
　2_4_3_b 海外拠点への移動 1.188 0.392
　2_4_4_a 国内派遣 1.101 0.303
　2_4_4_b 海外派遣 1.348 0.478































































　4_1 担当分野の学術誌 2.899 1.314
　4_2 その他専門分野
の学術誌 2.239 1.212
　4_3 専門外の学術誌 1.565 0.943
　4_4 特許 1.478 0.938
　4_5 専門書 2.043 1.183
　4_6 業界誌 2.457 1.485
　4_7 新聞・一般誌 3.993 1.472
　4_8 市販データベース 2.072 1.343
　4_9 インターネット 4.370 1.054
　4_10 市販調査報告 1.319 0.745
　4_11 政府刊行物 1.551 0.944
成果変数
・個人
　5_1 特許出願数 2.029 1.361
　5_2 社内研究報告数 2.399 1.478
　5_3 論文数 2.739 1.838
　5_4 学会発表数 2.428 1.678
　5_5 社内表彰数 2.399 1.287
　5_6 社外表彰数 1.138 0.439
・プロジェクト
　5_7 プロジェクト兼任数 4.007 1.247







　5_12 プロジェクトのステージアップ数 2.848 1.243
Mean Std.Dev.
知識・経験の多様性
　1_1 年齢 3.118 0.880
　1_2 在籍期間 2.029 0.797
　1_3 職位 3.588 1.158
　1_4 研究開発担当期間 2.000 0.853
　1_5 博士号 1.647 0.485
　2_1_1 大学での専門分野数 2.147 1.893





　2_3_1 現在の担当課題数 5.235 1.232
　2_3_2 入社以来の
担当課題数 3.471 1.261
　2_4_1 部門内移動数 1.529 0.706
　2_4_2 部門間移動数 1.794 1.038
　2_4_3_a 国内拠点内移動数 1.235 0.741
　2_4_3_b 海外拠点への移動 1.235 0.741
　2_4_4_a 国内派遣 1.000 0.000
　2_4_4_b 海外派遣 1.059 0.239




























































　4_1 担当分野の学術誌 2.970 1.468
　4_2 その他専門分野
の学術誌 2.765 1.458
　4_3 専門外の学術誌 1.794 1.149
　4_4 特許 1.273 0.801
　4_5 専門書 1.471 0.662
　4_6 業界誌 1.824 1.086
　4_7 新聞・一般誌 2.727 1.485
　4_8 市販データベース 1.909 1.100
　4_9 インターネット 4.176 1.086
　4_10 市販調査報告 1.824 1.086
　4_11 政府刊行物 1.515 0.906
成果変数
・個人
　5_1 特許出願数 1.412 0.821
　5_2 社内研究報告数 2.794 1.666
　5_3 論文数 3.118 1.805
　5_4 学会発表数 3.265 1.880
　5_5 社内表彰数 2.382 1.538
　5_6 社外表彰数 1.882 1.297
・プロジェクト
　5_7 プロジェクト兼任数 4.794 0.410

















Y2 特許出願数 ステージアップ数 
Y4 論文数 特許出願数・論文数 ステージアップ数・総経験数 
Y4 社内研究報告数 特許出願数・社内研究報告数 ステージアップ数・総経験数 




































































Y4 論文数 Coef. P>|t| Y4 論文数 Coef. P>|t|
経験の長さ .020 .891 経験の長さ .381 .000 ***
知識の幅 .680 .000 *** 知識の幅 .392 .000 ***
経験の幅 -.143 .321 経験の幅 .079 .174
社内コミュニケーション .058 .431 社内コミュニケーション .076 .013 **
社外コミュニケーション -.078 .372 社外コミュニケーション .005 .876
情報源 -.151 .210 情報源 .086 .025 **
_cons .116 .530 _cons .000 1.000
F値 F(6,20) = 6.23 F値 F(6,131) = 57
Prob > F .0008 *** Prob > F .0000 ***
R2 .6515 R2 .7225
調整済　R2 .5469 調整済　R2 .7097
N 27 N 138
Y4 社内研究報告数 Coef. P>|t| Y4 社内研究報告数 Coef. P>|t|
経験の長さ .360 .035 ** 経験の長さ .342 .000 ***
知識の幅 .537 .007 *** 知識の幅 .429 .000 ***
経験の幅 .028 .857 経験の幅 .082 .193
社内コミュニケーション .039 .631 社内コミュニケーション .066 .045 **
社外コミュニケーション -.081 .396 社外コミュニケーション .013 .703
情報源 .125 .342 情報源 .071 .087 *
_cons .009 .964 _cons .000 1.000
F値 F(6,20) = 3.68 F値 F(6,131) = 46
Prob > F .0126 ** Prob > F .0000 ***
R2 .5248 R2 .6776
調整済　R2 .3823 調整済　R2 .6628
N 27 N 138
Y4 社内表彰数 Coef. P>|t| Y4 社内表彰数 Coef. P>|t|
経験の長さ .190 .244 経験の長さ .368 .000 ***
知識の幅 .539 .006 *** 知識の幅 .366 .000 ***
経験の幅 -.021 .894 経験の幅 -.036 .597
社内コミュニケーション .073 .364 社内コミュニケーション .101 .005 ***
社外コミュニケーション .090 .343 社外コミュニケーション .060 .111
情報源 -.121 .353 情報源 .005 .912
_cons .044 .828 _cons .000 1.000
F値 F(6,20) = 3.93 F値 F(6,131) = 32
Prob > F .0094 *** Prob > F .0000 ***
R2 .5408 R2 .5935
調整済　R2 .4030 調整済　R2 .5749
N 27 N 138
Y2 Coef. P>|t| Y2 Coef. P>|t|
経験の長さ -.137 .335 経験の長さ .281 .000 ***
知識の幅 .368 .027 ** 知識の幅 .223 .000 ***
経験の幅 -.111 .419 経験の幅 .031 .535
社内コミュニケーション .003 .963 社内コミュニケーション .065 .014 **
社外コミュニケーション -.102 .223 社外コミュニケーション .011 .691
情報源 -.155 .182 情報源 .092 .006 ***
_cons .161 .367 _cons .000 1.000
F値 F(6,20) = 3.46 F値 F(6,131) = 35
Prob > F .0165 ** Prob > F .0000 ***
R2 .5091 R2 .6168
調整済　R2 .3618 調整済　R2 .5993
N 27 N 138
個人の成果 Coef. P>|t| 個人の成果 Coef. P>|t|
経験の長さ .116 .468 経験の長さ .388 .000 ***
知識の幅 -.161 .366 知識の幅 .348 .000 ***
経験の幅 .227 .149 経験の幅 .220 .006 ***
社内コミュニケーション -.176 .034 ** 社内コミュニケーション .035 .401
社外コミュニケーション .066 .480 社外コミュニケーション -.064 .143
情報源 .357 .010 ** 情報源 .160 .003 ***
_cons -.218 .278 _cons -.000 1.000
F値 F(6,20) = 5 F値 F(6,131) = 36
Prob > F .0028 *** Prob > F .0000 ***
R2 .5999 R2 .6229
調整済　R2 .4799 調整済　R2 .6056
N 27 N 138
プロジェクトの成果 Coef. P>|t| プロジェクトの成果 Coef. P>|t|
経験の長さ .280 .092 経験の長さ .379 .000 ***
知識の幅 .667 .001 *** 知識の幅 .560 .000 ***
経験の幅 -.060 .698 経験の幅 -.147 .106
社内コミュニケーション .098 .226 社内コミュニケーション .136 .005 ***
社外コミュニケーション -.103 .279 社外コミュニケーション .120 .018 **
情報源 -.006 .964 情報源 -.073 .225
_cons .075 .709 _cons -.000 1.000
F値 F(6,20) = 5.16 F値 F(6,131) = 26
Prob > F .0024 *** Prob > F .0000 ***
R2 .6077 R2 .5409
調整済　R2 .4901 調整済　R2 .5199
























































































































































Henderson & Cockburn（1994）は、製薬産業におけるアーキテクチャ能力（architectural 
competence）に着目した実証研究を行っている。かれらは、製薬業界のイノベーション特


















































































Coef. P>|z| Coef. P>|z| Coef. P>|z| Coef. P>|z| Coef. P>|z| Coef. P>|z|
知識・経験の多様性
　年齢 0.636 .060 * 1.567 .004 *** -0.678 .006 *** -0.425 .193 -0.056 .853 -0.163 .510
　在籍期間 0.132 .794 0.988 .148 0.337 .290 0.416 .368 0.384 .352 0.225 .468
　職位 0.502 .107 0.811 .095 * 0.008 .970 0.040 .885 -0.591 .024 ** 0.260 .246
　研究開発担当期間 0.453 .400 -1.589 .052 * 0.893 .006 *** -0.455 .330 0.059 .883 0.247 .430
　博士号 -0.137 .772 2.596 .000 *** -0.354 .285 0.290 .496 0.142 .737 0.190 .569
　専門分野数 0.541 .023 ** -0.244 .393 0.419 .005 *** 0.144 .502 0.007 .972 -0.352 .018 **
　専門疾患領域数 0.079 .572 -0.557 .023 ** -0.020 .835 0.100 .480 0.362 .011 ** 0.365 .001 ***
　現在の担当課題数 0.132 .412 -0.316 .194 -0.130 .244 0.375 .011 ** 0.058 .671 -0.110 .333
　入社以来の担当課題数 -0.013 .948 0.758 .012 ** 0.349 .014 ** 0.715 .000 *** 1.012 .000 *** 0.470 .001 ***
  部門内移動数 0.009 .949 0.161 .477 -0.335 .004 *** 0.237 .116 0.126 .376 -0.017 .889
  部門間移動数 0.152 .223 0.004 .987 -0.088 .334 0.115 .368 0.002 .987 -0.117 .223
　国内拠点内の移動数 -0.471 .016 ** 0.175 .477 -0.090 .521 0.006 .973 0.140 .445 -0.025 .868
　海外拠点への移動 -0.160 .737 -1.571 .061 * 0.144 .693 0.412 .416 1.408 .004 *** 0.447 .238
　国内派遣 -1.334 .022 ** -0.108 .907 -0.891 .044 ** -2.057 .000 *** -1.472 .005 *** -0.247 .577
　海外派遣 1.040 .011 ** 3.371 .000 *** -0.079 .803 -0.075 .859 -0.515 .187 -0.185 .569




　同専門、相談する頻度 0.398 .170 -0.153 .709 -0.159 .448 -0.040 .883 0.120 .622 0.197 .317
　同専門、相談を受ける頻度 -0.568 .079 * 0.189 .606 -0.097 .640 0.429 .108 0.136 .551 -0.111 .573
　異専門、相談する頻度 0.427 .200 -0.290 .501 0.324 .119 0.401 .247 0.052 .840 0.283 .194
　異専門、相談を受ける頻度 -0.034 .921 1.165 .012 ** -0.430 .059 * -0.408 .266 -0.111 .696 -0.336 .157
・疾患領域
　同疾患、相談する頻度 -0.155 .708 0.043 .925 0.120 .655 0.270 .427 0.611 .030 ** 0.196 .431
　同疾患、相談を受ける頻度 0.395 .322 0.319 .494 0.265 .274 -0.075 .813 -0.294 .254 0.187 .419
　異疾患、相談する頻度 0.981 .069 * -2.185 .022 ** -0.551 .149 -1.407 .017 ** -0.597 .168 -1.024 .009 ***
　異疾患、相談を受ける頻度 -1.200 .026 ** 2.034 .035 ** 0.570 .135 1.790 .006 *** 0.914 .050 * 1.353 .001 ***
・担当課題
　同テーマ、相談する頻度 -0.164 .637 0.275 .529 -0.201 .402 -0.451 .121 -0.856 .002 *** -0.337 .137
　同テーマ、相談を受ける頻度 0.743 .053 * 0.188 .668 0.381 .129 0.400 .173 0.721 .011 ** -0.026 .911
　異テーマ、相談する頻度 -1.448 .002 *** 1.675 .011 ** 0.145 .589 -0.319 .368 0.139 .661 -0.104 .707
　異テーマ、相談を受ける頻度 0.934 .041 ** -2.596 .000 *** -0.304 .273 -0.044 .907 -0.474 .154 -0.131 .644
・社内キーパーソンのタイプ数 -0.242 .133 -0.538 .046 ** 0.367 .001 *** -0.170 .224 0.042 .733 0.019 .861
社外
・専門分野
　同専門、相談する頻度 -1.286 .001 *** 0.162 .694 0.228 .257 -0.108 .690 0.704 .008 *** 0.648 .003 ***
　同専門、相談を受ける頻度 -0.088 .804 -0.366 .340 -0.032 .886 0.248 .397 -0.015 .954 0.059 .800
　異専門、相談する頻度 0.352 .592 -3.050 .033 ** -0.442 .211 0.144 .760 -0.038 .924 0.017 .964
　異専門、相談を受ける頻度 -0.889 .063 * 2.655 .032 ** 0.080 .794 0.077 .892 -0.325 .411 -0.022 .952
・疾患領域
　同疾患、相談する頻度 -0.229 .559 -0.364 .461 -0.295 .209 0.384 .233 -0.263 .368 0.026 .916
　同疾患、相談を受ける頻度 0.733 .147 -1.048 .187 0.367 .226 -0.452 .295 0.297 .413 -0.167 .606
　異疾患、相談する頻度 0.599 .557 3.540 .004 *** -0.542 .356 -0.090 .917 -0.487 .491 -1.145 .059 *
　異疾患、相談を受ける頻度 0.626 .608 -4.048 .013 ** 1.307 .065 * 0.660 .537 1.327 .156 1.259 .089 *
・社外キーパーソンのタイプ数 0.003 .983 0.354 .108 -0.223 .016 ** -0.177 .120 -0.355 .001 *** -0.152 .085 *
情報源の多様性
　担当分野の学術誌 0.038 .850 -0.180 .550 -0.113 .412 0.595 .007 *** 0.248 .189 0.056 .699
　その他の専門分野の学術誌 0.740 .006 *** 0.981 .023 ** 0.247 .150 -0.505 .087 * -0.465 .054 * -0.126 .491
　専門外の学術誌 0.091 .721 -0.345 .369 -0.002 .991 0.173 .480 0.224 .299 0.056 .768
　特許 0.324 .168 0.288 .320 0.038 .839 -0.676 .006 *** -0.254 .252 -0.211 .260
　専門書 0.498 .011 ** 0.141 .651 -0.077 .552 -0.033 .863 -0.258 .124 -0.113 .384
　業界誌 -0.152 .304 0.052 .797 -0.161 .107 -0.193 .112 -0.211 .071 * 0.027 .794
　新聞・一般誌 -0.153 .235 0.040 .840 0.181 .049 ** 0.271 .018 ** 0.063 .561 0.089 .348
　市販データベース 0.335 .047 ** -0.012 .964 -0.088 .465 -0.335 .022 ** -0.059 .692 -0.107 .398
　インターネット -0.298 .102 0.530 .045 ** 0.013 .920 0.226 .153 0.250 .100 -0.074 .581
　市販調査報告書 -0.616 .032 ** -0.232 .555 -0.100 .615 0.289 .292 -0.035 .887 -0.032 .873




.0000 .0000 .0000 .0000 .0000 .0000
.5680 .6289 .2719 .4534 .4578
134.51
個人の成果 プロジェクトの成果
特許出願数 論文数 社内表彰数 兼任数 総経験数 ステージアップ数
205.88 210.69 113.28 164.16 177.40
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表 10 多様性と個人・プロジェクトの成果との関係 
 個人の成果 プロジェクトの成果 
知識・経験の多様性 
年齢 年齢が高いと、論文数に（+）、社内表彰数に（-）     
職位     職位が高いと、プロジェクトの総経験数に（-） 
研究開発担当期間 R&D の担当期間が長いと、社内表彰数に（+）    







































































































































































表 11 知識の多様性と研究開発成果 
知識の多様性 
研究開発成果 注) 合計 
特許出願数 論文数 社内表彰数 ｽﾃｰｼﾞｱｯﾌﾟ数 (＋) (－) 
博士号  （＋）   １ ０ 
専門分野数 （＋）  （＋） （－） ２ １ 
専門疾患領域数  （－）  （＋） １ １ 































着目する。経験の多様性と研究開発成果の関係を表 12 に示す。 
 
表 12 経験の多様性と研究開発成果 
経験の多様性 
研究開発成果 注) 合計 
特許出願数 論文数 社内表彰数 ｽﾃｰｼﾞｱｯﾌﾟ数 (＋) (－) 
年齢  （＋） （－）  １ １ 
研究開発担当期間   （＋）  １ ０ 
部門内移動数   （－）  ０ １ 
国内拠点内の移動数 （－）    ０ １ 
国内派遣 （－）  （－）  ０ ２ 
海外派遣 （＋） （＋）   ２ ０ 

























表 13 社内コミュニケーションの多様性と研究開発成果 
コミュニケーションの 
多様性（社内） 
研究開発成果 注) 合計 
特許出願数 論文数 社内表彰数 ｽﾃｰｼﾞｱｯﾌﾟ数 (＋) (－) 
異専門、相談を受ける  （＋）   １ ０ 
異疾患、相談する  （－）  （－） ０ ２ 
異疾患、相談を受ける （－） （＋）  （＋） ２ １ 
異テーマ、相談する （－） （＋）   １ １ 
異テーマ、相談を受ける （＋） （－）   １ １ 





































次に、社外コミュニケーションの多様性と研究開発成果の関係を表 14 に示す。 
 
表 14 社外コミュニケーションの多様性と研究開発成果 
コミュニケーションの 
多様性（社外） 
研究開発成果 注) 合計 
特許出願数 論文数 社内表彰数 ｽﾃｰｼﾞｱｯﾌﾟ数 (＋) (－) 
同専門、相談する （－）   （＋） １ １ 
異専門、相談する  （－）   ０ １ 
異専門、相談を受ける  （＋）   １ ０ 
異疾患、相談する  （＋）   １ ０ 
異疾患、相談を受ける  （－）   ０ １ 



























3.3.2.3  情報源の多様性 
情報源の多様性と研究開発成果の関係を表 15 に示す。 
 
表 15 情報源の多様性と研究開発成果 
情報源の多様性 
研究開発成果 注) 合計 
特許出願数 論文数 社内表彰数 ｽﾃｰｼﾞｱｯﾌﾟ数 (＋) (－) 
担当外の専門分野の学術誌 （＋） （＋）   ２ ０ 
専門書 （＋）    １ ０ 
新聞・一般誌   （＋）  １ ０ 
市販データベース （＋）    １ ０ 
インターネット  （＋）   １ ０ 
































重回帰分析の結果を表 16 に示す。 














表 16 重回帰分析（研究と開発の比較） 
 
Y4 論文数 Coef. P>|t| Y4 論文数 Coef. P>|t|
経験の長さ .434 .000 *** 経験の長さ .211 .014 **
知識の幅 .311 .001 *** 知識の幅 .533 .000 ***
経験の幅 -.002 .978 経験の幅 .349 .000 ***
社内コミュニケーション .133 .003 *** 社内コミュニケーション -.048 .282
社外コミュニケーション -.002 .964 社外コミュニケーション .002 .969
情報源 .096 .067 * 情報源 .104 .080 *
_cons .000 1.000 _cons .000 1.000
F値 F(6,70) = 24.81 F値 F(6,54) = 30.37
Prob > F .0000 *** Prob > F .0000 ***
R2 .6801 R2 .7714
調整済　R2 .6527 調整済　R2 .7460
N 77 N 61
Y4 社内研究報告数 Coef. P>|t| Y4 社内研究報告数 Coef. P>|t|
経験の長さ .402 .000 *** 経験の長さ .150 .105
知識の幅 .395 .000 *** 知識の幅 .555 .000 ***
経験の幅 -.070 .466 経験の幅 .353 .001 ***
社内コミュニケーション .111 .023 ** 社内コミュニケーション -.048 .335
社外コミュニケーション .020 .681 社外コミュニケーション .007 .898
情報源 .078 .185 情報源 .096 .142
_cons .000 1.000 _cons .000 1.000
F値 F(6,70) = 18.97 F値 F(6,54) = 23.04
Prob > F .0000 *** Prob > F .0000 ***
R2 .6192 R2 .7191
調整済　R2 .5866 調整済　R2 .6879
N 77 N 61
Y4 社内表彰数 Coef. P>|t| Y4 社内表彰数 Coef. P>|t|
経験の長さ .381 .000 *** 経験の長さ .303 .001 ***
知識の幅 .388 .000 *** 知識の幅 .434 .000 ***
経験の幅 -.153 .135 経験の幅 .168 .080 *
社内コミュニケーション .132 .011 ** 社内コミュニケーション .027 .560
社外コミュニケーション .021 .688 社外コミュニケーション .097 .068 *
情報源 .053 .391 情報源 -.012 .847
_cons .000 1.000 _cons .000 1.000
F値 F(6,70) = 15.02 F値 F(6,54) = 23.6
Prob > F .0000 *** Prob > F .0000 ***
R2 .5628 R2 .7239
調整済　R2 .5253 調整済　R2 .6933
N 77 N 61
Y2 Coef. P>|t| Y2 Coef. P>|t|
経験の長さ .328 .000 *** 経験の長さ .212 .006 ***
知識の幅 .196 .017 ** 知識の幅 .338 .000 ***
経験の幅 -.115 .138 経験の幅 .136 .100
社内コミュニケーション .102 .010 ** 社内コミュニケーション -.021 .593
社外コミュニケーション .010 .795 社外コミュニケーション .007 .870
情報源 .123 .010 ** 情報源 .083 .117
_cons -.000 1.000 _cons .000 1.000
F値 F(6,70) = 15.63 F値 F(6,54) = 16.67
Prob > F .0000 ** Prob > F .0000 ***
R2 .5726 R2 .6494
調整済　R2 .5359 調整済　R2 .6104
N 77 N 61
個人の成果 Coef. P>|t| 個人の成果 Coef. P>|t|
経験の長さ .467 .000 *** 経験の長さ .049 .738
知識の幅 .281 .017 ** 知識の幅 .408 .018 **
経験の幅 .087 .433 経験の幅 .485 .004 ***
社内コミュニケーション .080 .153 社内コミュニケーション -.106 .174
社外コミュニケーション -.003 .953 社外コミュニケーション -.158 .080
情報源 .095 .157 情報源 .266 .012 **
_cons .000 1.000 _cons .000 1.000
F値 F(6,70) = 15.73 F値 F(6,54) = 8.19
Prob > F .0000 *** Prob > F .0000 ***
R2 .5742 R2 .4764
調整済　R2 .5377 調整済　R2 .4182
N 77 N 61
プロジェクトの成果 Coef. P>|t| プロジェクトの成果 Coef. P>|t|
経験の長さ .420 .000 *** 経験の長さ .200 .066 *
知識の幅 .570 .000 *** 知識の幅 .594 .000 ***
経験の幅 -.139 .255 経験の幅 .427 .001 ***
社内コミュニケーション .162 .009 *** 社内コミュニケーション .068 .239
社外コミュニケーション .050 .427 社外コミュニケーション .148 .028 **
情報源 -.014 .849 情報源 -.044 .557
_cons -.000 1.000 _cons .000 1.000
F値 F(6,70) = 16.74 F値 F(6,54) = 25.87
Prob > F .0000 *** Prob > F .0000 ***
R2 .5894 R2 .7419
調整済　R2 .5542 調整済　R2 .7132
N 77 N 61












































表 17 に示す。 







































      内は成果変数 
N=138  
(うち 1 専門群 88, 複数専門群 50) 
N=138  




表 17 専門分野と専門疾患領域の多様性 
専門分野 
2 分野以上 多様性 １分野 
社内の異専門分野の R&D 担当者から 
相談を受ける頻度が高い 
コミュニケーション 
社内の異専門分野の R&D 担当者から 
相談を受ける頻度が低い 
社外表彰数が多い 個人の成果 社外表彰数が少ない 
専門疾患領域 
























いずれかが２分野以上 多様性 ともに１分野 






































表 18 専門分野数および専門疾患領域数との相関係数 
  現在の専門分野数 現在の専門疾患領域数 
職位 ― .204* 
研究開発担当期間 ― .126+ 
疾患数÷専門数 -.379* .595* 
現在の専門分野数 1 .240* 
現在の疾患領域数 .240* 1 
現在の担当課題数 .126+  ― 
入社以来の担当課題数  ― .148* 
部門内移動数  ― .117+ 
部門間移動数  ― .122+ 
国内拠点移動数  ― .173* 
海外拠点移動有無 .136+  ― 
海外派遣有無  ― .146+ 
社内、異専門、相談受ける .146+  ― 
社内、同テーマ、相談する -.126+  ― 
社外キーパーソン数 .175* .223* 
特許参照回数  ― .228* 
専門書参照回数  ― .162* 
新聞参照回数  ― .197* 















表 19 専門分野数に対する専門疾患領域数の重要性 
  プロジェクトの総経験数 プロジェクトのステージアップ数 
  Coef. P>|z| 
 
Coef. P>|z|   
Ta/Sp 0.241 .087  * 0.445 .000  *** 

































































































































































































































































表 20 インタビューの参加者リスト 
 実施時期および時間 専門分野 職歴等 
A 氏 8 月 25 日(約１時間) 薬理学 A 社社員、所長以上 
B 氏 9 月 8 日(約 2 時間) 薬理学 A 社では所長以上、現在、大学勤務 
C 氏 10 月 7 日(約 2 時間) 有機化学 A 社では部長以上、現在、大学勤務 






































































medical needs 標的分子 医薬分子 作用評価系 創薬化学 薬効薬裡 動態・物性 安全性 適応症
diversity 疫学 新規発見 化合物 サブタイプ 選択性 in situ 経口 副作用 文献知見
病因･成因 文献報告 抗体分子 一般薬裡 特異性 in vivo 経皮 有害事象 臨床知見
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2_1_1 大学での専門分野数 1 2 3 合計
103 22 10 135
75% 16% 7% 98%
2_2_2 現時点での専門分野数 1 2 3 4 合計
88 30 15 5 138
64% 22% 11% 4% 100%
疾患領域
2_2_1 大学での
専門疾患領域数 1 2 3 合計
117 15 1 133
76% 10% 1% 86%
2_2_2 現時点での
専門疾患領域数 1 2 3 4 5 6 7 8 合計
41 48 27 8 5 6 2 1 138
30% 35% 20% 6% 4% 4% 1% 1% 100%
担当課題
2_3_1 現在の担当課題数 1 2 3 4 5- 合計
28 29 25 5 51 138
20% 21% 18% 4% 37% 100%
2_3_2 入社以来の
担当課題数 1-4 5-9 10-14 15-19 20- 合計
16 23 22 13 64 138
12% 17% 16% 9% 46% 100%
企業内異動
2_4_1 部門内移動数 0 1-2 3-4 5-6 7- 合計
30 53 24 14 17 138
22% 38% 17% 10% 12% 100%
2_4_2 部門間移動数 0 1 2 3 4- 合計
63 25 18 12 20 138
46% 18% 13% 9% 14% 100%
2_4_3_a 国内拠点内移動数 0 1 2 3 4- 合計
64 38 25 7 4 138
46% 28% 18% 5% 3% 100%
2_4_3_b 海外拠点への移動 なし あり 合計
112 26 138
81% 19% 100%
2_4_4_a 国内派遣 なし あり 合計
124 14 138
90% 10% 100%















月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
19 16 29 45 29 138
14% 12% 21% 33% 21% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
21 17 17 45 38 138
15% 12% 12% 33% 28% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
54 30 23 24 7 138
39% 22% 17% 17% 5% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
60 24 27 19 8 138
43% 17% 20% 14% 6% 100%
疾患
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
28 19 29 42 20 138
20% 14% 21% 30% 14% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
34 15 23 43 23 138
25% 11% 17% 31% 17% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
91 19 15 11 2 138
66% 14% 11% 8% 1% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
91 19 13 12 3 138
66% 14% 9% 9% 2% 100%
担当課題
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
17 16 24 38 43 138
12% 12% 17% 28% 31% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
15 16 18 43 46 138
11% 12% 13% 31% 33% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
67 24 24 19 4 138
49% 17% 17% 14% 3% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
67 20 28 16 7 138
49% 14% 20% 12% 5% 100%
0 1 2 3 4 5 6 合計
1 42 30 30 19 15 1 138

















































年1未満 半年1 四半期1 月1 週1 合計
77 21 28 8 4 138
56% 15% 20% 6% 3% 100%
年1未満 半年1 四半期1 月1 週1 合計
84 22 18 11 3 138
61% 16% 13% 8% 2% 100%
年1未満 半年1 四半期1 月1 週1 合計
106 16 12 2 2 138
77% 12% 9% 1% 1% 100%
年1未満 半年1 四半期1 月1 週1 合計
109 9 14 4 2 138
79% 7% 10% 3% 1% 100%
疾患領域
年1未満 半年1 四半期1 月1 週1 合計
82 26 18 9 3 138
59% 19% 13% 7% 2% 100%
年1未満 半年1 四半期1 月1 週1 合計
92 27 10 8 1 138
67% 20% 7% 6% 1% 100%
年1未満 半年1 四半期1 月1 週1 合計
115 11 10 1 1 138
83% 8% 7% 1% 1% 100%
年1未満 半年1 四半期1 月1 週1 合計
118 11 7 2 0 138
86% 8% 5% 1% 0% 100%
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 合計
7 35 35 25 16 5 12 1 1 0 1 138




























月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
26 29 35 29 19 138
19% 21% 25% 21% 14% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
55 24 34 21 4 138
40% 17% 25% 15% 3% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
93 21 17 5 2 138
67% 15% 12% 4% 1% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
104 11 16 5 2 138
75% 8% 12% 4% 1% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
62 33 24 13 6 138
45% 24% 17% 9% 4% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
51 33 17 14 23 138
37% 24% 12% 10% 17% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
19 8 11 17 83 138
14% 6% 8% 12% 60% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
74 15 24 15 10 138
54% 11% 17% 11% 7% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
5 6 12 25 90 138
4% 4% 9% 18% 65% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
112 12 11 2 1 138
81% 9% 8% 1% 1% 100%
月1未満 月2 週1 隔日 毎日 合計
95 19 17 5 2 138

























0 1-4 5-9 10-14 15- 合計
72 29 12 11 14 138
52% 21% 9% 8% 10% 100%
0 1-4 5-9 10-14 15- 合計
54 28 29 1 26 138
39% 20% 21% 1% 19% 100%
0 1 2 3 4- 合計
65 10 8 6 49 138
47% 7% 6% 4% 36% 100%
0 1 2 3 4- 合計
71 9 19 6 33 138
51% 7% 14% 4% 24% 100%
0 1 2 3 4- 合計
42 41 26 16 13 138
30% 30% 19% 12% 9% 100%
0 1 2 3 4- 合計
124 9 5 0 0 138
90% 7% 4% 0% 0% 100%
0 1 2 3 4- 合計
9 9 25 24 71 138
7% 7% 18% 17% 51% 100%
0 1-4 5-9 10-14 15- 合計
5 22 28 24 59 138
4% 16% 20% 17% 43% 100%
0 1 2 3 4- 合計
51 14 14 15 44 138
37% 10% 10% 11% 32% 100%
0 1 2 3 4- 合計
58 10 10 8 52 138
42% 7% 7% 6% 38% 100%
0 1 2 3 4- 合計
104 3 3 0 28 138
75% 2% 2% 0% 20% 100%
0 1-4 5-9 10-14 15- 合計
13 54 37 9 25 138





























1 2 3 4 5 6 7 8 合計
20 6 1 3 1 1 1 1 34
59% 18% 3% 9% 3% 3% 3% 3% 100%
1 2 3 4 5 6 7 8 合計
12 7 4 5 1 0 2 1 32
38% 22% 13% 16% 3% 0% 6% 3% 100%
化学系 物理系 生物系 創薬 環境 医療
1 1 2 1 0 12 10 0 5 0 32
3% 3% 6% 3% 0% 38% 31% 0% 16% 0% 100%
疾患領域
1 2 3 4 5 6 7 合計
19 6 2 0 3 0 1 31
61% 19% 6% 0% 10% 0% 3% 100%
1 2 3 4 5 6 7 8 9 合計
2 2 5 7 6 7 1 1 1 32
6% 6% 16% 22% 19% 22% 3% 3% 3% 100%
代謝 循環 癌 中枢 呼吸 免疫 消化 泌尿 ワクチン その他 なし
18 10 3 1 1 0 0 1 0 0 0
53% 29% 9% 3% 3% 0% 0% 3% 0% 0% 0%
担当課題
0 1 2 3 4 5- 合計
1 0 2 6 3 22 34
3% 0% 6% 18% 9% 65% 100%
1-4 5-9 10-14 15-19 20- 合計
1 8 10 4 11 34
3% 24% 29% 12% 32% 100%
企業内異動
0 1-2 3-4 5-6 7- 合計
20 10 4 0 0 34
59% 29% 12% 0% 0% 100%
0 1 2 3 4- 合計
17 11 3 2 1 34
50% 32% 9% 6% 3% 100%
0 1 2 3 4- 合計
29 4 0 0 1 34
85% 12% 0% 0% 3% 100%
0 1 2 3 4- 合計
29 4 0 0 1 34








0 1 2 3 4- 合計
4 8 4 7 11 34
12% 24% 12% 21% 32% 100%
内資 外資 公的 大学 その他
12 9 4 4 0
35% 26% 12% 12% 0%
0 1 2 3 4- 合計
研究 15 6 7 0 6 34
開発 15 8 3 5 3 34
製造 30 2 1 0 1 34
スタッフ 25 4 2 1 2 34

































毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
15 4 7 5 2 33
45% 12% 21% 15% 6% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
17 9 2 3 2 33
52% 27% 6% 9% 6% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
6 4 8 6 9 33
18% 12% 24% 18% 27% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
8 3 7 6 9 33
24% 9% 21% 18% 27% 100%
疾患
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
17 5 5 2 3 32
53% 16% 16% 6% 9% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
18 4 6 2 3 33
55% 12% 18% 6% 9% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
2 0 6 12 13 33
6% 0% 18% 36% 39% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
2 0 6 12 13 33
6% 0% 18% 36% 39% 100%
担当課題
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
17 6 6 0 4 33
52% 18% 18% 0% 12% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
16 8 5 1 3 33
48% 24% 15% 3% 9% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
5 2 8 7 10 32
16% 6% 25% 22% 31% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
6 2 7 8 10 33
18% 6% 21% 24% 30% 100%
1 2 3 4 5 6 合計
2 9 10 11 1 0 33
















































週1 月1 四半期1 半年1 年1未満 合計
2 6 8 6 11 33
6% 18% 24% 18% 33% 100%
週1 月1 四半期1 半年1 年1未満 合計
1 4 9 3 16 33
3% 12% 27% 9% 48% 100%
週1 月1 四半期1 半年1 年1未満 合計
0 5 3 7 18 33
0% 15% 9% 21% 55% 100%
週1 月1 四半期1 半年1 年1未満 合計
0 4 3 6 20 33
0% 12% 9% 18% 61% 100%
疾患領域
週1 月1 四半期1 半年1 年1未満 合計
2 7 5 8 11 33
6% 21% 15% 24% 33% 100%
週1 月1 四半期1 半年1 年1未満 合計
1 6 2 5 19 33
3% 18% 6% 15% 58% 100%
週1 月1 四半期1 半年1 年1未満 合計
0 2 4 6 21 33
0% 6% 12% 18% 64% 100%
週1 月1 四半期1 半年1 年1未満 合計
0 3 3 4 24 34
0% 9% 9% 12% 71% 100%
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 合計
3 4 11 7 6 0 1 0 1 0 33




























毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
7 6 6 7 7 33
21% 18% 18% 21% 21% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
5 8 4 8 9 34
15% 24% 12% 24% 26% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
1 4 1 9 19 34
3% 12% 3% 26% 56% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
1 0 1 3 28 33
3% 0% 3% 9% 85% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
0 0 3 10 21 34
0% 0% 9% 29% 62% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
0 4 5 6 19 34
0% 12% 15% 18% 56% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
6 4 8 5 10 33
18% 12% 24% 15% 30% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
1 2 6 8 16 33
3% 6% 18% 24% 48% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
18 8 5 2 1 34
53% 24% 15% 6% 3% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
1 1 8 5 19 34
3% 3% 24% 15% 56% 100%
毎日 隔日 週1 月2 月1未満 合計
1 0 3 7 22 33






















0 1-4 5-9 10-14 15- 合計
24 8 1 0 1 34
71% 24% 3% 0% 3% 100%
0 1-4 5-9 10-14 15- 合計
12 5 4 4 9 34
35% 15% 12% 12% 26% 100%
0 1 2 3 4- 合計
11 4 4 0 15 34
32% 12% 12% 0% 44% 100%
0 1 2 3 4- 合計
12 2 2 1 17 34
35% 6% 6% 3% 50% 100%
0 1 2 3 4- 合計
15 5 6 2 6 34
44% 15% 18% 6% 18% 100%
0 1 2 3 4- 合計
20 5 5 1 3 34
59% 15% 15% 3% 9% 100%
0 1 2 3 4- 合計
0 0 0 7 27 34
0% 0% 0% 21% 79% 100%
0 1-4 5-9 10-14 15- 合計
0 1 9 10 14 34
0% 3% 26% 29% 41% 100%
0 1 2 3 4- 合計
11 1 3 4 15 34
32% 3% 9% 12% 44% 100%
0 1 2 3 4- 合計
5 1 1 3 24 34
15% 3% 3% 9% 71% 100%
0 1 2 3 4- 合計
29 0 0 0 5 34
85% 0% 0% 0% 15% 100%
0 1-4 5-9 10-14 15- 合計
3 16 8 4 3 34
9% 47% 24% 12% 9% 100%
0-19% 20-39% 40-59% 60-79% 80-100% 合計
3 9 12 3 4 31

















































職位 0.6254* 0.5309* 1
研究開発担当期間 0.7580* 0.8987* 0.5445* 1
博士号 0.3610* 0.3356* 0.4356* 0.3696* 1
現時点での専門分野数 1
現時点での
専門疾患領域数 0.2042* 0.1258 0.2401* 1
現在の担当課題数 0.2627* 0.2551* 0.4206* 0.2579* 0.2431* 0.1258 1
入社以来の
担当課題数 0.5651* 0.5827* 0.4742* 0.5823* 0.3077* 0.1479* 0.4640* 1
部門内移動数 0.3341* 0.4011* 0.3374* 0.4081* 0.2593* 0.1174 0.1636* 0.3193* 1
部門間移動数 0.4329* 0.4119* 0.3576* 0.4362* 0.2268* 0.1221 0.1334 0.3809* 0.2777* 1
国内拠点内移動数 0.4711* 0.4177* 0.4645* 0.4114* 0.3019* 0.1726* 0.3589* 0.3845* 0.3088* 1
海外拠点への移動 0.1935* 0.2372* 0.1363 0.129 0.2429* 1
国内派遣 0.2357* 0.2195* 0.2051* 0.2835* 0.2228* 0.2123* 1
海外派遣 0.3435* 0.3562* 0.4042* 0.4574* 0.5310* 0.1464 0.1692* 0.3249* 0.2682* 0.1579* 0.2826* 0.2318* 1
転職経験 -0.3785* -0.2507* -0.1755* -0.2150* -0.1560* -0.1847* 0.2485* 1
同専門、
相談する頻度 -0.1740* -0.1351 -0.1272 -0.1503*
同専門、
相談を受ける頻度 0.2035* 0.2284* 0.1753*
異専門、
相談する頻度 0.2200* 0.2210* 0.1602* 0.1363 0.1255 0.1990* -0.1725* 0.1814*
異専門、
相談を受ける頻度 0.1258 0.2707* 0.1592* 0.2080* 0.146 0.2762* 0.1743* 0.1915* 0.1565* 0.1437 -0.1519 0.2078*
同疾患、
相談する頻度 0.1287 0.1580* 0.1650*
同疾患、
相談を受ける頻度 0.2103* 0.2018* 0.1679* 0.1415 0.1908*
異疾患、
相談する頻度 0.1957* 0.143 0.1371
異疾患、








相談を受ける頻度 0.2044* 0.126 0.1389 -0.1503 0.1434
社内キーパーソンの























































相談する頻度 0.3842* 0.4601* 1
異専門、
相談を受ける頻度 0.3343* 0.5088* 0.7774* 1
同疾患、
相談する頻度 0.4561* 0.3336* 0.4478* 0.3422* 1
同疾患、
相談を受ける頻度 0.3291* 0.4861* 0.3721* 0.4060* 0.7594* 1
異疾患、
相談する頻度 0.2731* 0.2497* 0.4179* 0.4502* 0.4240* 0.4478* 1
異疾患、
相談を受ける頻度 0.2231* 0.3210* 0.3921* 0.5178* 0.3491* 0.4356* 0.8794* 1
同テーマ、
相談する頻度 0.4560* 0.3040* 0.2396* 0.1524* 0.5073* 0.3523* 0.2594* 0.2116* 1
同テーマ、
相談を受ける頻度 0.2862* 0.5003* 0.2773* 0.3106* 0.3871* 0.4960* 0.2421* 0.2868* 0.6964* 1
異テーマ、
相談する頻度 0.3384* 0.3079* 0.4167* 0.3612* 0.4112* 0.3905* 0.5658* 0.5540* 0.3833* 0.3545* 1
異テーマ、
相談を受ける頻度 0.2339* 0.3949* 0.4613* 0.5113* 0.3488* 0.4416* 0.5223* 0.6183* 0.2954* 0.4443* 0.8283* 1
社内キーパーソンの
タイプ数 0.2332* 0.2148* 0.1285 0.1427* 0.1514* 0.1662* 1
同専門、
相談する頻度 0.1844* 0.1677* 0.1577* 0.2159* 0.2550* 0.1919* 0.1741* 0.2127*
同専門、
相談を受ける頻度 0.1951* 0.1972* 0.1906* 0.2507* 0.2852* 0.1737* 0.1434 0.1947*
異専門、
相談する頻度 0.1781* 0.1923* 0.2267* 0.1338 0.2783* 0.2566* 0.1351 0.1968* 0.1839*
異専門、
相談を受ける頻度 0.1341 0.1747* 0.2220* 0.2144* 0.1345 0.3156* 0.2625* 0.1933* 0.1624*
同疾患、
相談する頻度 0.1610* 0.1734* 0.1787* 0.2218* 0.2654* 0.2477* 0.2827* 0.1833* 0.2338* 0.2398* 0.2447* 0.1225
同疾患、
相談を受ける頻度 0.1614* 0.1233 0.2185* 0.1880* 0.2734* 0.3162* 0.3461* 0.1704* 0.2338* 0.2608*
異疾患、
相談する頻度 0.1256 0.2254* 0.2242* 0.1374 0.1358 0.3251* 0.3044* 0.2223* 0.1862*
異疾患、
相談を受ける頻度 0.1461 0.1966* 0.2176* 0.1531* 0.3503* 0.3280* 0.2175* 0.1816*
社外キーパーソンの
タイプ数 0.1500* 0.1627* 0.1758* 0.3445*
担当分野の学術誌 0.122 0.1649* 0.1447* 0.1566* 0.1909* 0.1622* 0.1470* 0.1159 0.2048* 0.1492*
その他専門分野
の学術誌 0.1484* 0.2170* 0.2066* 0.2627* 0.1540* 0.2579* 0.2836*
専門外の学術誌 0.1449 0.1862* 0.2670* 0.2800* 0.2123* 0.1734*
特許 0.14 0.2097* 0.2629* 0.2524* 0.1536* 0.1271 0.1351 0.1431 0.1593*
専門書 0.1760* 0.1816* 0.1589* 0.1464* 0.1293 0.1530* 0.2507* 0.2326* 0.1323 0.1402* 0.2116* 0.1611*
業界誌
新聞・一般誌
市販データベース 0.1239 0.1744* 0.1306 0.1257 0.1293
インターネット 0.137 0.1318 0.1603* 0.1583*
市販調査報告 0.1478 -0.1451









p<.1 の相関係数のみ表示,  * p<.05 
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相談する頻度 0.4976* 0.4888* 1
異専門、
相談を受ける頻度 0.4466* 0.5593* 0.8098* 1
同疾患、
相談する頻度 0.6143* 0.5519* 0.3929* 0.4157* 1
同疾患、
相談を受ける頻度 0.6087* 0.7311* 0.4625* 0.5209* 0.7857* 1
異疾患、
相談する頻度 0.4406* 0.4548* 0.6968* 0.7082* 0.5021* 0.5229* 1
異疾患、
相談を受ける頻度 0.4362* 0.4948* 0.7604* 0.7767* 0.4675* 0.5586* 0.9230* 1
社外キーパーソンの
タイプ数 0.2749* 0.2308* 0.1959* 0.2444* 0.2491* 0.1774* 0.1609* 1
担当分野の学術誌 0.1242 0.1305 0.1925* 1
その他専門分野
の学術誌 0.1327 0.2118* 0.1855* 0.2354* 0.132 0.6121* 1
専門外の学術誌 0.1787* 0.1876* 0.2499* 0.2193* 0.1761* 0.1894* 0.2274* 0.2364* 0.4007* 0.6001* 1
特許 -0.1452 0.2556* 0.2846* 0.2119* 1
専門書 0.2130* 0.1824* 0.2088* 0.1597* 0.2109* 0.2075* 0.1818* 0.3303* 0.3155* 0.3388* 0.1857* 1
業界誌 0.1920* 0.1208 0.1312 0.2068* 0.2692* 0.1191 1
新聞・一般誌 0.1546* 0.3664* 1
市販データベース 0.131 0.1334 0.136 0.2994* 0.3551* 0.3591* 0.4843* 0.3583* 0.2599* 0.1394 1
インターネット 0.1455 0.1880* 0.1711* 0.2282* 0.2025* 0.1515 0.1479 0.1524* 0.2984* 0.2628* 0.2775* 0.1570* 0.3185* 0.3325* 0.2411* 0.2608* 1
市販調査報告 0.1546 0.2167* 0.2614* 0.3782* 0.2043* 0.2526* 0.2626* 0.2992* 1

























担当分野の学術誌 0.1511* 0.1257 0.1680* 0.3387* 0.119 0.1344 0.2500*
その他専門分野
の学術誌 0.1427* 0.1543* 0.2169* 0.1532* 0.1837*
専門外の学術誌
特許 0.1549* 0.2201* 0.1859* 0.2231* 0.2472* 0.2281* 0.1492* 0.3144* 0.1530* 0.2749* -0.147
専門書 0.1618*
業界誌 0.1285 0.1865* 0.1600*
新聞・一般誌 0.138 0.1263 0.1580* 0.1967* 0.1407 0.1993*







































現在の担当課題数 -0.4950* -0.3965 1
入社以来の
担当課題数 -0.3279 0.4990* 0.4381* 0.4168* 1
部門内移動数 0.4597* 0.4200* 0.4111* 1
部門間移動数 0.3611 -0.312 0.4296* 1
国内拠点内移動数 1
海外拠点への移動 0.4021* 0.5096* 0.4439* 1
国内派遣 -
海外派遣 0.4160* 0.4611* 0.6938* 1






相談する頻度 -0.3379 0.308 0.3707* 0.4345*
異専門、












相談を受ける頻度 0.4660* 0.3271 0.3499
異テーマ、



























































相談する頻度 0.4731* 0.3802* 1
異専門、
相談を受ける頻度 0.3637* 0.9316* 1
同疾患、
相談する頻度 0.5990* 0.6295* 0.4460* 0.3894* 1
同疾患、
相談を受ける頻度 0.5532* 0.6761* 0.4538* 0.3954* 0.9496* 1
異疾患、
相談する頻度 0.3619 0.4590* 0.358 0.4737* 0.4884* 1
異疾患、
相談を受ける頻度 0.4590* 0.3947* 0.4884* 0.9211* 1
同テーマ、
相談する頻度 0.5697* 0.5461* 0.5358* 0.4795* 0.6733* 0.7214* 0.3696 0.3696 1
同テーマ、
相談を受ける頻度 0.5822* 0.5592* 0.5594* 0.5032* 0.6535* 0.7009* 0.363 0.363 0.9868* 1
異テーマ、
相談する頻度 0.4394* 0.5044* 0.5765* 0.5139* 0.5243* 0.5720* 0.4938* 0.4512* 0.6239* 0.6239* 1
異テーマ、
相談を受ける頻度 0.4243* 0.5303* 0.5447* 0.4825* 0.4957* 0.5921* 0.5260* 0.5260* 0.6430* 0.6430* 0.9468* 1
社内キーパーソンの






















専門外の学術誌 0.4335* 0.3701 0.4332* 0.4099* 0.6427* 0.5356* 0.3309
特許
専門書 -0.3444 -0.3462
業界誌 -0.3716* -0.4242* -0.3664
新聞・一般誌
市販データベース 0.3707











  p<.1 の相関係数のみ表示,  * p<.05 
社外









































相談する頻度 0.6322* 0.7018* 1
異専門、
相談を受ける頻度 0.5271* 0.8333* 0.8804* 1
同疾患、
相談する頻度 0.7066* 0.5119* 0.5481* 0.5119* 1
同疾患、
相談を受ける頻度 0.4447* 0.5998* 0.4308* 0.5439* 0.6912* 1
異疾患、
相談する頻度 0.5835* 0.5401* 0.7918* 0.6390* 0.5607* 0.6016* 1
異疾患、






専門外の学術誌 0.5734* 0.6052* 1




市販データベース 0.3284 0.3759* 0.3691 0.5523* 1
インターネット 0.6181* 0.6315* 0.4578* 1








































付表 11 合成変数間の相関係数（日本と欧米） 
 
p<.1 の相関係数のみ表示,  * p<.05

















経験の幅 0.6000* 0.4578* 1
社内ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 0.2210* 1
社外ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 0.2554* 1
情報源 0.1622 0.3025* 0.2684* 1
Y4論文数 0.7584* 0.7229* 0.5433* 0.2925* 0.2704* 1
Y4社内研究報告数 0.7243* 0.7190* 0.5254* 0.2743* 0.2448* 0.9638* 1
Y4社内表彰数 0.6679* 0.6585* 0.3965* 0.3229* 0.1877* 0.1795* 0.8989* 0.9053* 1
Y2 0.6937* 0.6339* 0.4755* 0.3130* 0.1418 0.3163* 0.9212* 0.8989* 0.8611* 1
個人の成果 0.7053* 0.6268* 0.5872* 0.1883* 0.2873* 0.8337* 0.8220* 0.6287* 0.7391* 1
プロジェクトの成果 0.5720* 0.6433* 0.2804* 0.3306* 0.2325* 0.7980* 0.7935* 0.8584* 0.7162* 0.4714* 1



















社外ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 0.3015 0.4223* 1
情報源 -0.327 0.3061 1
Y4論文数 0.6212* -0.4677* 1
Y4社内研究報告数 0.4276* 0.6239* 0.6400* 1
Y4社内表彰数 0.6466* -0.3888* 0.8840* 0.8332* 1
Y2 0.3147 -0.3591* -0.3502* -0.4472* 0.8370* 0.4065* 0.7257* 1
個人の成果 0.3486* 0.3112 0.4981* -0.4826* -0.4023* 1
プロジェクトの成果 0.3098 0.7136* 0.7733* 0.8774* 0.8769* 0.5664* 1
93 
 





























































































































































































































D 氏 ・ビジネスモデルとして新薬を出せてない。日本だけでなく、欧米も含めて。 
・後半は､日本型の方が効率がよい。 
問 10）日本人技術者の場合、海外経験は研究開発成果にプラス、国内経験はマイナスの理由 
































D 氏 ・新卒、キャリア採用に関わらず、ハイパフォーマーを見抜くかどうかでしょう。 
 （ ）内は著者による補足 
